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（
承
前
）

　

三
月
十
一
日
発
信
海
城
に
て

三
月
七
日
郵
便
を
以
て
日
記
を
送
り
牛
荘
の
事
を
申
述
べ
し
積
な
り
、
若

し
到
着
せ
ず
ば
、
御
申
遣
し
下
さ
れ
た
く
、
日
記
は
一
日
も
欠
き
不
申
候

　
　
　
　

三
月
七
日

明
八
日
遼
陽
及
び
双
台
子
へ
歩
兵
一
小
隊
及
騎
兵
を
以
て
敵
を
捜
索
す

　

昨
日
発
通
報

軍
は
本
日
高
刊
に
至
る
も
敵
を
見
ず
、
第
三
師
団
は
猪
心
浦
附
近
に
、
軍

司
令
部
及
び
第
五
師
団
は
鳳
凰
甸
（
店
）
附
近
に
宿
営
せ
り

明
日
は
第
三
師
団
を
田
庄
台
附
近
に
前
進
せ
し
む
る
筈
な
り

営
口
は
已
に
第
一
師
団
の
一
部
之
を
占
領
せ
り
、
其
海
岸
砲
台
は
尚
抵
抗

し
あ
り
、
宋
慶
は
昨
日
田
庄
台
方
向
に
退
却
し
、
呉
大
徴
は
尚
同
地
に
あ

り
と

　
　
　
　

三
月
八
日

本
日
斥
候
を
出
す
前
の
如
し

　
　
　
　

三
月
九
日

本
日
斥
候
を
出
す
前
の
如
し

　
　

三
月
八
日　
　

午
前
八
時
湯
崗
子
に
於
て
遠
藤
騎
兵
中
尉
報
告

昨
八
日
午
後
三
時
鞍
山
店
に
到
着
す
、
同
地
に
は
敵
兵
な
し
、
同
日
右
側

《
資　
　

料
》『

征
清
戦
袍
余
滴
』（
五
）

　

 

山
岡
金
蔵
中
尉
の
日
清
戦
争
従
軍
日
誌 

　

井
ヶ
田　

良　

治

山　

岡　

高　

志

は
し
が
き

Ⅰ　

緒　
　
　

言

Ⅱ　

明
治
二
十
七
年
日
誌

　

八
月
四
日
〜
十
月
二
十
一
日　
　
　
　
　
　

（
以
上　

七
十
五
号
）

　

十
月
二
十
二
日
〜
十
二
月
四
日　
　
　
　
　

（
以
上　

七
十
六
号
）

　

十
二
月
五
日
〜
明
治
二
十
八
年
一
月
十
七
日
（
以
上　

七
十
七
号
）

Ⅲ　

明
治
二
十
八
年
日
誌

　

一
月
十
八
日
〜
三
月
七
日　
　
　
　
　
　
　

（
以
上　

七
十
八
号
）

　

三
月
七
日
〜
四
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
本
号
）

　

四
月
四
日
〜
六
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　

（
以
下
次
号
）
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下
士
斥
候
は
龍
鳳
山
南
方
二
百
米
突
の
村
落
に
到
着
せ
し
に
、
敵
の
騎
兵

二
名
を
目
撃
し
、
約
一
里
追
撃
し
四
方
台
に
至
れ
り
、
該
騎
兵
は
迅
速
な

る
駈
足
に
て
遼
陽
街
道
を
長
店
甫
に
向
て
退
却
せ
り
、
下
士
斥
候
の
推
察

は
多
分
敵
騎
徴
発
の
為
め
に
出
来
る
も
の
の
如
し
、
四
方
台
土
人
の
言
に
、

敵
の
騎
兵
約
五
十
騎
二
日
前
に
長
店
甫
に
来
れ
り
、
該
騎
兵
は
遼
陽
に
往

復
せ
り
と
、
敵
の
歩
兵
は
更
に
前
進
の
模
様
な
く
、
悉
く
遼
陽
に
あ
り
て

土
人
も
歩
隊
は
見
ず
と
云
、
土
人
の
言
に
鞍
山
店
に
は
敗
走
以
来
来
り
し

事
な
し
と
、

　
　
　

三
月
九
日　

午
後
一
時
着
の
捷
報

軍
は
第
一
師
団
と
協
力
し
て
今
日
田
庄
台
の
敵
を
攻
撃
せ
り
、
即
ち
第
一

師
団
は
西
方
よ
り
、
第
三
師
団
は
東
方
よ
り
、
第
五
師
団
は
東
北
よ
り
、

三
面
合
撃
し
午
前
七
時
砲
火
を
開
始
し
、
十
時
三
十
分
全
く
敵
を
撃
破
し

て
田
庄
台
を
占
領
し
、
敵
の
主
力
約
一
万
は
西
北
方
に
潰
走
せ
り
、
我
死

傷
の
概
数
は
、
第
三
師
団
に
四
十
七
名
、
第
五
師
団
に
十
九
名
、
第
一
師

団
に
三
十
名
、
敵
の
死
者
詳
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
二
千
余
名
あ
る
は
慥
か
な

り
、
分
捕
品
は
取
調
へ
中
な
り
、
田
庄
台
は
兵
燹
に
罹
れ
り

　
　
　

三
月
九
日　

田
庄
台　
　

野
津
第
一
軍
司
令
官

此
報
に
接
し
塚
本
大
佐
は
伝
騎
を
以
て
詳
况
を
問
合
せ
た
り
、
思
ふ
に
我

戦
死
者
少
な
く
、
敵
の
死
者
多
け
れ
ば
、
よ
ほ
ど
愉
快
な
り
し
な
ら
ん
。

宋
慶
と
呉
台
徴
は
如
何
せ
し
か
、
又
々
剥
官
に
な
ら
ざ
る
か

　
　
　
　
　
　

付
記

牛
荘
に
て
捕
へ
し
文
武
官
及
兵
卒
に
就
て
問
ひ
調
べ
し
件
、
大
略
次
の
如

し總
統
（
日
本
の
将
官
）
呉
大
徴
が
統
帥
し
、
山
海
関
よ
り
営
口
及
牛
荘
に

向
は
し
め
た
る
兵
次
の
如
し

　

愷
字
営
（
呉
元
愷
）
五
営　
　
　
　

武
威
営
（
魏
光
壽
）
五
営

　

福
字
営
（
陳
湜
）
五
営　
　
　
　
　

忠
信
営
（
左
孝
同
）
五
営

　

寿
字
営
（
陳
湜
）
五
営　
　
　
　
　

親
軍
営
（
劉
樹
元
）
五
営

　

老
湘
営
（
李
光
久
）
五
営

　
　
　

〆
三
十
五
営　
　
〈（　

）
は
統
領
（
日
本
の
佐
官
）
の
名
〉

寿
字
営
五
、
福
字
営
を
帥
ひ
た
る
陳
湜
と
老
湘
営
の
李
光
久
は
独
立
し
、

其
他
は
皆
呉
大
徴
の
部
下
な
り

此
各
営
は
湘
南
、
湖
北
、
山
東
、
直
隷
、
四
省
の
兵
に
し
て
新
募
兵
も
混

じ
居
れ
り

武
威
軍
に
て
は
営
官
は
統
領
よ
り
武
器
を
受
取
り
之
を
各
哨
官
に
分
配
す
、

故
に
一
哨
中
に
て
も
ラ
イ
フ
ル
銃
あ
り
、
モ
ー
ゼ
ル
銃
あ
り
と
、

兵
卒
補
充
法
は
な
し
、
人
あ
れ
ば
補
ひ
、
人
な
け
れ
ば
欠
員
儘
に
て
補
充

兵
な
し

　

牛
荘
陥
落
前
に
於
け
る
各
営
の
位
置
次
の
如
し

　
　

劉
樹
元
は
四
台
子　
　

李
光
久
は
三
台
子　
　

魏
光
寿
は
牛
荘
、

　
　

呉
元
愷
は
営
口

　
　

陳
湜
は
遼
陽　
　
　
　

左
孝
同
は
錦
州
、

呉
大
徴
は
此
の
如
く
其
部
下
を
散
乱
せ
し
め
、
自
ら
田
庄
台
に
あ
り

右
の
各
将
は
皆
湖
南
の
人
に
し
て
、
独
り
呉
元
愷
は
湖
北
の
人
な
り
、
ま
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た
呉
大
徴
平
素
の
官
は
湖
南
巡
撫
に
し
て
、
当
時
右
の
三
十
五
営
の
總
統

と
な
れ
り

（
序
に
記
す
、
湖
南
湖
北
は
清
国
軍
の
盛
鋭
な
る
軍
な
る
に
、
一
戦
此
の

如
し
と
は
気
の
毒
な
り
）

　
　
　

武
官
の
階
級

一
等
官　

将
軍　
　

一
等　

欽
差　
　

二
等　

總
統　
　

三
等　

統
領

四
等　

文
統
領
、
営
官

五
等　

総
哨
と
副
営
官　

哨
官　
　

六
等　

什
長　
　

七
等　

親
兵　
　

八
等　

卒
及
火
勇

呉
大
徴
は
欽
差
を
輔
差
す
る
職
な
り

一
営
に
は
営
官
一
名
、
總
哨
長
一
名
、
哨
官
五
名
あ
り
、
哨
官
の
部
下
は

百
人
な
り

統
領
の
指
揮
す
る
営
数
は
一
定
せ
ず
、
五
営
を
帥
ゆ
る
あ
り
、
五
十
営
を

帥
ゆ
る
あ
り

然
れ
ど
も
兵
力
の
多
少
に
よ
ら
ず
總
統
の
次
に
あ
り

歩
兵
の
一
営
は
五
百
人
な
り
、
然
れ
ど
も
此
人
員
中
に
は
踉
丁
（
従
僕
）

炊
夫
な
ど
も
含
有
し
、
戦
闘
兵
は
其
数
甚
だ
少
し
、
又
歩
兵
一
営
中
に
多

き
は
砲
八
門
、
少
き
は
砲
二
門
を
有
す
、
百
人
を
以
て
一
哨
と
な
す
（
歩

兵
）

二
百
五
十
人
を
以
て
一
旗
と
な
す
（
騎
兵
）、
砲
兵
一
営
は
歩
兵
と
同
じ

く
五
百
人
を
以
て
一
隊
と
す
、
而
し
て
砲
数
は
一
定
せ
ず
、
砲
は
六
人
乃

至
八
人
を
以
て
一
砲
を
使
用
す

旗
は
十
人
に
一
本
を
有
し
、
一
哨
に
九
旗
あ
り
、
然
れ
ど
も
、
是
れ
什
長

の
旗
に
あ
ら
ず
し
て
、
哨
官
の
旗
な
り
、
営
官
は
四
乃
至
十
二
旈
の
旗
を

有
す

旗
に
は
一
定
の
規
な
し
、
然
れ
ど
も
営
官
は
四
角
形
の
旗
を
用
ひ
、
哨
官

は
三
角
形
の
旗
を
用
ゆ
、
而
し
て
其
地
質
に
金
巾
に
し
て
営
官
は
絹
を
用

ゆ統
領
の
旗
は
三
角
形
（
縁
に
鋸
歯
形
の
布
片
を
附
す
）、
或
は
四
角
形
を

用
ゆ

黄
色
旗
を
用
る
事
な
し
、
何
と
な
れ
ば
天
皇
の
皇
と
黄
と
国
音
相
同
じ
き

を
以
て
避
く
る
と
云
ふ
、
唯
天
子
は
黄
色
旗
を
用
ふ

劉
坤
一
は
清
暦
正
月
十
日
に
は
北
京
に
あ
り
し
が
、
後
に
山
海
関
に
到
着

せ
し
が
、
其
後
何
れ
に
あ
る
や
を
知
ら
ず
、
坤
一
は
当
時
軍
務
總
辨
な
り
、

然
れ
ど
も
海
軍
に
は
権
力
及
ば
ず
、
唯
軍
事
顧
問
た
る
に
過
ぎ
ず

劉
坤
一
は
李
鴻
章
に
代
り
て
直
隷
総
督
と
な
り
た
る
説
は
事
実
な
ら
ず
、

李
は
当
時
北
京
に
上
京
中
に
て
、
其
留
守
に
は
王
文
韶
と
云
ふ
者
天
津
に

て
事
務
代
理
を
な
す
と
云

山
海
関
は
中
間
の
土
地
（
我
軍
と
北
京
と
の
中
間
）
な
る
を
以
て
、
或
時

は
数
十
営
の
兵
あ
り
、
出
発
す
れ
ば
一
兵
も
な
し
、
唯
三
千
人
は
同
地
に

防
務
と
し
て
屯
在
せ
り
、
目
下
は
如
何
に
や
知
ら
ず

徐
邦
道
、
劉
盛
休
、
趙
懐
業
は
目
下
宋
慶
の
部
下
と
な
り
居
れ
ど
も
所
在

を
知
ら
ず
、
唯
徐
邦
道
は
先
日
小
馬
頭
に
あ
り
と
聞
く
、
又
宋
慶
は
十
七

営
を
牽
ひ
居
る
事
を
聞
知
せ
り
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統
領
の
帥
ゆ
る
営
数
は
一
定
せ
ず
、
然
れ
ど
も
一
営
増
加
す
る
毎
に
月
給

一
百
両
テ
ー
ル
を
増
加
す
る
を
定
例
と
す
、
故
に
営
数
の
多
き
程
自
然
に

位
置
尊
し

敵
の
位
置
兵
力
等
は
種
々
問
ふ
も
知
ら
ず
と
云
、
威
海
衛
の
事
も
知
ら
ず
、

然
れ
ど
も
張
蔭
桓
等
の
講
和
使
拒
絶
の
事
は
聞
け
り
と
云
ふ
、
今
度
は
李

鴻
章
が
講
和
使
と
な
り
て
行
く
と
云
、

捕
虜
総
数
六
百
九
十
七
人
内
、
武
官
七
（
重
に
哨
官
）、
文
官
十
九
人
、

従
者
十
一
人
な
り
、
武
官
は
文
字
を
知
ら
ず
、
文
官
に
は
甘
粛
知
県
候
補

衛
承
恩
以
下
な
り
、
文
官
は
凡
て
文
事
（
字
カ
）
の
往
復
の
為
め
に
軍
中

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
優
待
せ
ら
れ
あ
る
者
な
り
、
故
に
文
字
詩

文
中
々
上
手
な
り

捕
虜
中
重
傷
者
は
三
十
七
八
人
も
牛
荘
に
て
殺
し
て
助
け
し
が
、
今
は
重

傷
者
も
医
療
を
受
け
居
れ
り
、
さ
れ
ど
死
者
二
三
人
あ
り
、

第
一
軍
兵
站
塩
谷
少
将
は
昨
日
捕
虜
を
見
舞
れ
た
り
、
罐
詰
大
拾
五
個
を

送
る
、
哨
官
等
下
座
し
て
謝
す
、
少
将
は
慇
懃
な
る
挨
拶
を
な
す
、
感
恩

極
り
て
泣
く
も
の
あ
り
、

支
那
文
官
の
礼
式
は
室
内
に
て
は
両
手
を
拱
し
地
に
俯
し
後
頭
上
に
挙
ぐ

る
事
普
通
人
民
に
同
じ
、
室
外
に
て
も
同
じ
、

武
官
は
室
内
に
て
は
文
官
に
同
じ
、
室
外
に
て
は
立
ち
た
る
儘
、
膝
を
少

く
屈
か
〆
唯
身
長
を
低
く
す
る
の
み
、
恰
も
日
本
の
右
手
を
挙
ぐ
る
と
同

一
般
な
り

支
那
文
官
等
は
皆
車
馬
に
乗
り
て
往
来
す
、
故
に
長
行
軍
す
る
能
は
ず
、

故
に
日
本
に
送
ら
る
る
と
き
は
何
卒
車
馬
を
給
せ
よ
と
云
ひ
、
又
何
日
に

達
す
る
や
と
云
、
余
答
て
曰
く
、
陸
行
十
日
、
舟
行
七
日
に
し
て
達
す
、

日
本
内
地
は
汽
車
と
車
馬
あ
り
、
故
に
歩
行
を
要
せ
ず
と
答
ふ
、
文
官
等

曰
く
、
日
本
の
長
崎
又
は
横
浜
へ
行
く
や
と
、
余
答
て
曰
く
、
長
崎
・
横

浜
は
地
狭
少
に
し
て
上
海
・
香
港
・
天
津
の
如
く
、
西
洋
造
り
に
し
て
奇

麗
な
ら
ず
、
故
に
汝
ら
を
名
古
屋
・
大
坂
等
に
送
る
、
此
地
は
一
層
美
な

り
と
云
へ
ば
、
彼
等
浦
山
敷
思
ひ
て
何
日
頃
に
出
立
す
る
や
等
を
尋
ぬ

其
他
随
分
ほ
ら
の
事
多
け
れ
ど
大
抵
右
の
如
き
談
話
を
な
し
た
り
き

三
月
十
日
出
手
紙
は
一
見
せ
り
無
事
安
心

上
月
藤
次
郎
を
呼
び
寄
せ
上
月
国
三
郎
、
一
郵
礼
状
を
出
す

　
　
　

三
月
十
日

上
月
国
三
郎
の
手
紙
着
す
（
二
月
十
三
日
出
）
藤
次
郎
は
目
下
第
八
中
隊

の
本
部
に
あ
り
、
以
前
は
一
時
大
隊
の
雇
れ
書
記
な
り
、
長
大
尉
に
面
会

せ
り
、
藤
次
郎
は
二
等
軍
曹
な
り
、
至
て
健
康
、
却
て
丈
夫
な
り
、
其
他

辻
、
及
従
卒
、
小
坂
井
も
来
る
、
柴
田
熊
吉
も
秦
茂
平
も
来
る
、
皆
戦
況

を
聞
く
為
め
な
り
、
何
れ
も
健
康
に
て
却
て
肥
太
り
た
り
、
自
分
こ
そ
日

本
の
時
よ
り
異
る
な
く
、
矢
張
り
金
蔵
の
顔
な
る
は
笑
か
し
、

父
上
様
二
月
十
一
日
出
手
紙
着
す
（
端
書
）、
御
無
事
安
心
仕
候
、
扶
桑
、

国
民
、
日
本
の
諸
新
聞
二
月
十
日
ま
で
を
読
む
、
扶
桑
の
紅
瓦
寨
余
聞
中

に
先
頭
せ
し
者
や
石
田
少
佐
の
事
や
、
三
好
大
佐
の
勇
戦
の
事
な
ど
は
赤

き
所
で
は
な
く
、
赤
黒
き
う
そ
計
り
、
皆
々
新
聞
記
者
へ
の
ほ
ら
話
し
を

記
せ
し
者
な
り
、
又
谷
岡
大
尉
な
ど
は
紅
瓦
寨
に
は
出
で
ざ
り
し
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紅
瓦
寨
の
先
頭
者
は
な
し
、
一
線
と
な
り
て
進
み
た
れ
ば
、
彼
是
甲
乙
な

し
、
三
好
大
佐
の
先
陣
争
ひ
は
影
も
形
も
な
き
事
な
り
、
石
田
少
佐
の
隊

よ
り
も
六
の
第
二
大
隊
第
一
大
隊
が
最
初
よ
り
の
苦
戦
な
り
し
、
却
て
石

田
少
佐
は
進
む
事
遅
き
為
め
全
隊
の
為
に
は
一
時
は
苦
心
せ
し
事
な
り
し
、

新
聞
に
て
は
全
く
反
対
と
云
ふ
ま
で
の
事
な
き
も
大
げ
さ
に
記
し
あ
る
は

可
笑
の
事
な
り
、
第
十
八
聯
隊
は
今
少
し
早
く
進
め
ば
困
苦
戦
な
く
し
て

す
み
し
な
ら
ん
、
第
十
八
聯
隊
の
事
は
此
の
如
し
、
第
十
九
聯
隊
と
第
七

聯
隊
の
死
傷
多
き
は
跡
よ
り
戦
線
へ
来
り
し
為
め
に
割
合
に
多
く
討
死
せ

り
、
何
と
な
れ
ば
第
六
聯
隊
は
戦
争
の
始
め
よ
り
散
開
し
て
伏
し
て
射
撃

し
、
第
七
第
十
九
聯
隊
は
戦
の
最
中
に
立
ち
て
戦
線
ま
で
来
り
た
れ
ば
な

り
（
伏
し
て
進
む
訳
に
行
か
ね
ば
）
故
に
弾
丸
の
下
に
多
か
り
し
は
第
六

聯
隊
な
り
と
す

岡
本
少
佐
の
負
傷
は
伏
し
あ
る
と
き
な
り
、
腰
を
屈
め
て
前
を
見
ん
と
せ

し
と
き
に
は
あ
ら
ず
、
只
伏
し
あ
る
と
き
、
前
を
見
ん
と
て
少
し
首
を
上

げ
た
る
と
き
に
あ
り
、
中
々
眼
鏡
を
用
る
様
な
遠
き
所
に
あ
ら
ず
、
四
百

米
突
計
り
敵
と
離
れ
た
る
と
き
な
り
、
首
さ
へ
挙
げ
ら
れ
ざ
る
激
戦
中
に

て
あ
り
し

　
　
　

日
本
軍
の
好
都
合

と
は
満
州
兵
と
湘
南
直
隷
な
ど
の
兵
と
一
致
せ
ざ
る
に
あ
り
、
さ
れ
ば
、

古
今
未
曽
有
の
面
白
き
戦
争
を
此
度
な
し
た
り
、
次
の
図
を
み
れ
ば
明
了

な
ら
ん
（
図
）

此
如
く
（
朱
）
第
一
軍
は
扇
形
に
運
動
し
た
り
、
若
し
遼
陽
の
敵
盛
り
返

さ
ん
に
は
或
は
我
軍
の
鞍
山
店
に
至
る
斗
中
海
城
を
攻
め
ん
に
は
（
牛
荘

よ
り
）
大
困
難
な
り
し
な
ら
ん

　
　
　

田
庄
台
戦
況
に
付
て
三
月
九
日
桂
中
将
の
通
報

我
大
砲
九
十
一
門
（
臼
砲
七
門
あ
り
）
に
て
、
大
島
旅
団
を
第
一
線
に
、

大
迫
旅
団
を
第
二
線
と
し
て
進
む
、
而
し
て
渡
辺
聯
隊
（
第
十
八
聯
隊

の
）
右
翼
を
増
加
し
た
り
と
、
第
三
師
団
に
て
は
即
死
五
名
、
負
傷
将
校

大
尉
山
口
永
次
、
中
尉
井
上
正
元
の
二
人
と
下
士
以
下
四
十
七
名
な
り
と
、

思
ふ
に
正
々
堂
々
と
正
面
に
向
て
戦
ひ
し
な
り
、
敵
は
錦
州
方
向
に
潰
走

せ
り
、
分
捕
銃
大
砲
弾
薬
は
運
搬
に
不
便
な
れ
ば
、
皆
焼
捨
て
た
り
と
、

敵
の
捨
て
た
る
屍
体
は
千
四
五
百
あ
り
、

又
我
が
進
み
し
□
、
遼
河
に
沿
ひ
て
進
み
た
り
と
、
午
前
七
時
よ
り
開
戦

し
九
時
半
に
田
庄
台
に
進
入
せ
り
（
他
の
師
団
と
共
に
）、
敵
兵
は
約

一
万
人
に
て
砲
二
十
門
を
以
て
戦
へ
り
と
（
図
）

此
報
に
て
は
未
だ
明
細
な
ら
ず
と
雖
、
知
る
に
由
な
く
、
明
後
日
乃
ち

十
二
日
頃
に
は
第
五
師
団
は
当
地
に
帰
る
事
な
れ
ば
、
当
隊
は
直
に
出
発

す
れ
ば
、
或
は
此
詳
報
は
書
送
せ
ず
、
新
聞
に
て
一
見
の
節
に
違
ひ
し
事

あ
れ
ば
申
さ
ん

何
に
し
ろ
正
々
堂
々
の
戦
な
れ
ば
、
面
白
き
事
は
少
な
か
ら
ん
も
、
一
時

砲
兵
の
戦
は
見
事
な
り
し
に
相
違
な
し
、
留
守
番
の
悲
さ
は
一
も
戦
を
見

ず
、
音
計
り
を
遠
く
地
響
と
共
に
聞
き
し
の
み
、
歩
兵
戦
は
容
易
な
り
し

に
相
違
な
し
、
死
傷
少
け
れ
ば
な
り
、

名
あ
る
宋
慶
と
呉
大
徴
は
田
庄
台
で
大
敗
し
て
又
官
位
を
奪
は
る
る
が
年
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老
た
将
官
の
末
路
も
気
の
毒
の
者
な
り
、
予
報
の
如
く
愈
三
四
日
の
内
に

は
大
連
湾
へ
返
り
、
そ
れ
よ
り
山
海
関
を
後
よ
り
攻
撃
し
、
北
京
に
入
る

時
は
今
度
は
当
隊
の
順
番
な
り
、
又
第
一
に
行
く
事
は
、
極
り
居
る
事
な

り明
日
も
亦
遼
陽
及
双
台
子
へ
歩
兵
と
騎
兵
の
斥
候
を
出
す
、

奉
天
を
取
る
は
易
し
、
又
道
も
近
け
れ
ど
も
奉
天
を
陥
れ
ば
直
に
講
和
と

な
り
、
支
那
を
懲
す
に
足
ら
ず
、
是
非
北
京
に
入
り
天
子
を
蒙
塵
せ
し
め

ね
ば
な
ら
ぬ
、
依
て
奉
天
は
攻
め
そ
ー
に
し
て
攻
め
ず
と
云
ふ
説
多
し
、

又
戦
略
上
余
り
深
く
海
岸
を
離
る
る
と
き
は
作
戦
面
広
く
し
て
兵
力
を
要

す
る
多
く
、
従
て
兵
站
に
困
難
と
な
る
な
り
、
故
に
第
五
師
団
は
海
城
に

止
り
て
是
れ
よ
り
は
進
ま
ず
と
云
、
迚
に
角
第
五
師
団
は
留
守
番
に
来
る

筈
な
り
（
明
後
日
）

本
夜
雪
ふ
る
も
暖
か
な
り
、
雪
ふ
る
如
き
寒
さ
と
思
は
ざ
れ
ど
も
、
矢
張

り
寒
し
と
、
見
へ
升
、
夜
分
に
至
れ
ば
道
路
の
水
は
少
し
氷
が
張
る
、
又

つ
つ
ら
は
融
け
ず
、
矢
張
日
本
の
冬
位
と
相
当
す
る
な
ら
ん
、
大
寒
を
越

え
た
れ
ば
皆
々
木
の
芽
が
出
そ
ー
な
者
と
申
す
位
な
り
、
併
し
日
中
に
て

も
く
つ
下
一
枚
（
毛
糸
製
）
で
は
凍
傷
を
起
す
な
れ
ば
寒
気
強
き
に
は
相

違
な
し
、
四
月
な
ら
で
は
木
の
芽
も
出
で
ず
と
云
、
但
し
木
に
掛
り
た
る

雪
花
や
つ
ら
ら
は
中
々
見
事
な
り
、
ち
ょ
う
ど
白
色
の
櫻
花
の
満
ち
た
る

の
如
し

　
　
　

三
月
十
一
日

朝
来
雪
ふ
り
、
已
ま
ず
、
当
地
の
雨
は
則
ち
雪
な
り
、
寒
気
其
割
に
甚
し

か
ら
ず
、
今
朝
新
愛
知
の
二
月
十
三
四
日
の
缸
瓦
寨
余
聞
を
読
む
、
大
村

及
梶
原
等
の
事
を
記
せ
り
、
う
そ
も
此
の
如
き
に
至
り
て
は
笑
ふ
の
外
な

し梶
原
少
尉
の
如
き
は
か
す
り
き
ず
な
り
、
死
生
の
話
処
で
は
な
く
、
血
も

出
な
い
と
云
ふ
位
な
り
、
況
や
砲
声
の
為
め
に
蘇
息
せ
し
と
は
大
な
る
う

そ
、
第
十
八
聯
隊
の
石
田
少
佐
始
め
皆
々
の
大
法
螺
話
し
は
今
に
始
ら
ぬ

新
聞
屋
の
大
も
て
な
り
、

　
　
　

三
月
十
一
日　
　
　
　
　

於
海
城　
　
　
　
　
　

金
蔵
記

　

三
月
十
四
日　
　
　

海
城
発
信

梅
信
は
既
に
報
ず
と
新
聞
（
二
月
十
六
日
）
は
旧
聞
ら
し
く
述
べ
る
も
、

当
地
の
殺
風
景
は
依
然
と
し
て
枯
木
に
花
を
咲
か
し
た
る
白
銀
世
界
観
に

外
な
ら
ず
、
殊
に
昨
今
の
如
き
は
朔
風
広
野
に
満
ち
、
既
に
融
け
残
り
た

る
泥
土
さ
へ
又
々
大
氷
塊
と
化
し
去
り
て
、
鬚
髯
旧
の
如
く
、
又
白
氷
を

結
び
た
り
、
去
り
乍
ら
何
と
な
く
余
寒
ら
し
き
心
持
に
て
酒
も
氷
塊
と
は

な
ら
ず
、
硯
の
水
も
余
り
急
に
は
氷
ら
ず
、
柳
の
芽
が
出
た
な
ど
と
申
囃

す
も
左
様
の
事
は
な
き
も
人
々
も
春
の
気
持
ち
と
な
り
居
る
は
故
郷
の
春

を
思
ひ
慕
ふ
の
心
に
や
、

敵
も
早
や
我
前
面
五
里
以
内
に
は
一
人
も
居
ら
ず
、
土
人
も
安
堵
し
て
犬

さ
へ
鳴
付
か
ぬ
程
に
な
り
た
れ
ば
、
さ
て
は
此
後
は
何
れ
へ
参
る
べ
き
や

と
取
り
取
り
の
下
馬
評
定
、
当
る
も
八
卦
、
当
ら
ぬ
も
八
卦
、
何
れ
一
生

公
卿
に
は
な
れ
ぬ
体
、
暇
さ
へ
あ
ば
飲
食
安
臥
の
事
計
り
考
へ
居
る
よ
り

余
念
は
な
し
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そ
れ
故
、
近
頃
は
日
が
長
く
退
屈
が
て
ら
に
市
街
を
散
歩
し
、
半
言
交
り

に
支
那
人
と
問
答
、
今
で
は
早
や
日
本
恋
し
の
心
も
な
く
、
只
刺
身
で

ゆ
っ
く
り
一
杯
と
参
ら
ぬ
が
不
自
由
位
な
り
、
人
間
の
熱
も
限
り
な
い
事

な
り
、
い
で
や
二
三
の
風
俗
を
新
聞
を
恵
ま
れ
し
お
礼
に
申
述
べ
ん
（
飯

田
君
よ
笑
ひ
て
読
み
玉
へ
）

　
　
　
　

厠
の
事

支
那
人
に
は
厠
の
設
け
な
し
、
婦
人
な
ど
は
室
内
に
て
（
盥
の
絵
）
の
如

き
籩
（
ぺ
ん
）
と
云
ふ
鉢
へ
小
便
、
又
は
大
便
を
な
す
も
男
子
は
室
外
に

て
何
処
で
も
か
ま
い
な
い
故
に
、
至
る
所
糞
が
整
列
す
る
か
、
又
は
山
を

な
す
、
後
陽
成
帝
の
歌
と
思
ひ
し
か
、
彼
の
百
人
一
首
に
「
こ
え
ぞ
積
も

り
て
淵
と
な
り
ぬ
る
」
と
、
成
程
最
も
の
事
な
り
、
今
は
雪
中
に
埋
ま
れ

あ
れ
ど
、
雪
融
け
れ
ば
、
近
傍
一
面
の
淵
と
な
る
べ
し
、
故
に
日
本
人
に

取
り
て
は
寒
中
白
雪
の
時
は
健
康
と
清
潔
の
為
め
に
良
時
機
な
り
、
此
水

は
井
戸
へ
流
し
込
み
そ
の
水
に
て
米
を
洗
ふ
と
思
へ
ば
々
々
々
々

又
籩
は
多
く
あ
れ
ば
、
支
那
人
居
る
所
は
区
分
す
れ
ど
、
居
ら
ぬ
所
は
こ

れ
に
て
米
を
洗
ひ
顔
を
洗
ひ
洗
濯
も
す
る
事
も
あ
る
な
ら
ん
、
塩
水
三
杯

や
四
杯
位
は
帰
国
の
人
は
入
用
な
り
、

　
　
　
　

室
内

室
の
結
構
は
貴
賤
共
に
一
様
な
り
、
乃
ち
一
室
の
内
三
分
一
は
床
を
作
り

て
高
く
し
、
寝
る
所
と
す
、
其
他
の
三
分
一
は
長
持
如
き
も
の
を
置
く

（
土
間
へ
）
其
他
の
三
分
一
は
土
間
な
り
、
土
間
は
石
畳
板
敷
又
は
土
な

り

（
室
内
の
図
）
是
は
人
の
寝
た
る
形
、
此
床
は
大
抵
四
畳
敷
位
な
り
、
ア

ン
ペ
ラ
を
敷
く
、
各
家
皆
同
じ
（
何
家
で
も
）

　
　
　
　

室
内
の
装
飾
、

鏡
あ
り
其
両
側
に
は
必
ず
花
い
け
あ
り

（
山
水
人
物
を
描
く
花
い
け
の
絵
、
此
形
は
大
抵
同
じ
と
あ
り
）

其
他
書
画
を
張
り
附
け
掛
物
を
掛
け
、
写
真
を
か
け
、
又
日
本
の
山
水
の

油
絵
も
多
く
あ
り
、
鏡
は
必
ず
三
四
個
あ
り
、
少
く
も
一
個
は
室
内
に
あ

り
て
、
長
持
ち
の
上
に
か
ざ
る
（
一
室
に
付
て
の
事
）

又
土
間
に
は
椅
子
あ
り
（
寺
に
あ
る
如
き
も
の
）、
机
あ
り
椅
子
は
少
く

も
三
四
個
あ
り
、
天
井
は
形
紙
を
以
て
貼
す
、
下
等
の
家
は
こ
れ
な
し

　
　
　
　

支
那
人
の
起
居

先
ヅ
起
き
て
顔
洗
は
ず
、
口
漱
か
ず
、
一
日
二
食
上
等
の
人
は
米
な
れ
ど
、

中
等
以
下
は
皆
黍
を
食
ぶ

決
し
て
冷
食
せ
ず
、
必
ず
暖
き
物
を
食
ふ
、
夜
は
床
下
に
火
を
た
き
、
衣

服
を
脱
し
身
上
に
掛
け
て
眠
る
、
ふ
と
ん
は
煎
餅
の
如
き
も
の
一
枚
、
下

等
の
者
は
床
上
は
ク
ツ
の
儘
に
て
上
る
、
其
儘
に
て
眠
る
（
大
寒
中
で

も
）

支
那
人
は
口
ひ
げ
を
延
ば
し
爪
を
長
く
す
、
清
兵
は
口
ひ
げ
を
剃
る
、
鬚

に
は
五
つ
の
徳
あ
り
、
其
一
二
を
挙
ぐ
れ
ば
、（
鬚
面
の
絵
）
の
次
の
如

し
、
而
し
て
五
（
鬚
）
の
長
き
は
八
寸
に
至
る
、
下
等
人
は
五
は
剃
り
落

す
、

支
那
人
は
直
に
年
を
問
ふ
、
多
少
歳
（
ト
ヲ
シ
ョ
ウ
セ
イ
）
と
云
ふ
、
日
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本
人
を
見
る
に
一
般
に
若
く
見
る
一
般
な
り
、
何
と
な
れ
ば
ひ
げ
に
て
年

を
定
む
れ
ば
な
り

　
　
　
　

市
場

海
城
南
門
外
の
市
場
は
大
繁
昌
な
り
、
日
本
人
の
み
な
ら
ず
、
土
人
が
買

ひ
に
来
る
な
り
、
砂
糖
、
菓
子
、
饅
頭
、
肉
類
、
酒
（
シ
ョ
ウ
チ
ウ
）
黍

桿
、
水
瓜
の
種
を
焼
た
物
、
木
材
、
薪
炭
、
鶏
、
耳
包
、
何
で
も
あ
る

負
け
ら
れ
な
い
と
云
ふ
語
を
不
足
本
（
プ
コ
ペ
ン
）
と
云
ふ
、
然
る
に
日

本
兵
士
は
何
で
も
い
け
な
い
と
云
ふ
語
と
思
ひ
プ
コ
ペ
ン
を
ポ
コ
ペ
ン
と

云
ひ
、
支
那
人
が
少
し
何
事
か
言
ふ
と
き
は
、
ペ
コ
ペ
ン
又
は
ポ
コ
ペ
ン

と
云
ひ
、
一
首
の
嘲
弄
言
と
な
れ
り
、
支
那
人
が
真
似
し
て
妙
な
処
へ
ポ

コ
ペ
ン
な
ど
と
云
ふ
、
支
那
語
を
知
る
人
は
却
て
何
事
か
分
ら
ざ
る
べ
し

日
本
人
が
支
那
の
饅
頭
を
く
さ
れ
て
居
る
と
云
ひ
、
く
さ
れ
饅
頭
と
呼
び

し
よ
り
、
南
門
外
に
て
は
支
那
人
が
く
さ
れ
饅
頭
々
々
々
々
と
呼
び
売
る

も
可
笑
、
日
本
銀
貨
の
味
を
覚
へ
た
支
那
人
は
過
日
も
清
兵
が
支
那
の
一

文
銭
を
以
て
饅
頭
を
買
は
ん
と
せ
し
も
、
売
ら
ず
、
清
兵
大
困
却
、
依
て

諭
し
て
売
ら
し
む
る
事
と
せ
り
（
清
兵
の
事
を
チ
ン
ビ
ン
と
云
ふ
、
但
し

捕
虜
兵
な
り
）
清
兵
の
厭
忌
せ
ら
る
る
此
の
如
し

支
那
婦
人
の
足
は
猫
の
足
位
の
大
さ
な
り
、
肥
へ
た
る
者
は
す
り
こ
ぎ
の

如
し
、
難
儀
し
て
杖
に
て
歩
む
も
走
る
も
能
は
ず
、
足
の
小
な
る
を
民
人

ミ
ン
レ
ン
と
云
ひ
、
足
の
平
常
の
如
く
大
な
る
は
満
州
固
有
の
民
に
て
旗

人
と
云
（
チ
レ
ン
と
読
む
）、
支
那
婦
人
は
耳
に
銀
又
は
金
の
環
を
付
く
、

又
花
か
ん
ざ
し
を
用
ゆ
、
老
年
の
も
の
も
同
じ
、
而
し
て
婦
は
ひ
ろ
そ
で
、

男
は
つ
つ
そ
で
の
衣
を
用
ふ
、
男
子
は
必
ず
帽
を
用
ゆ
、
そ
の
形
ち
（
二

種
の
帽
子
の
図
）
此
裏
毛
あ
り
、（
ま
た
）
の
如
き
も
の
あ
り
、
共
に

モ
ー
ヅ
と
呼
ぶ
、

矢
張
り
め
く
ら
は
三
味
線
の
如
き
者
を
以
て
出
商
売
す
る
も
の
あ
り

支
那
人
は
室
外
に
て
火
を
た
く
事
を
大
に
忌
む
、
火
事
あ
る
事
を
恐
る
る

な
り
、
煉
瓦
造
り
の
家
に
て
も
、
支
那
人
の
竈
の
室
内
に
あ
る
も
の
に
は
、

竈
の
上
の
壁
に
必
ず
春
画
を
貼
す
、
之
を
聞
け
ば
、
火
除
け
の
守
り
な
り

と
答
ふ
、
何
が
火
除
け
に
な
る
や
ら
、
又
春
画
は
割
合
に
多
し
、
其
割
合

に
淫
奔
な
ら
ず
と
云
、
処
異
れ
ば
品
異
る
風
俗
と
て
実
に
真
面
目
で
見
て

居
れ
ぬ

陶
器
の
破
れ
た
る
者
を
焼
つ
ぎ
せ
ず
し
て
、
鉄
の
か
す
が
い
を
用
ゆ
、
日

本
製
の
湯
飲
み
茶
碗
に
三
四
個
の
か
す
が
い
を
用
ひ
て
つ
ぐ
処
は
な
か
な

か
無
骨
に
し
て
妙
な
り

水
を
汲
む
に
柄
杓
な
し
、
必
ず
瓢
箪
を
用
ゆ
、
其
形
は
折
半
し
た
る
も
の

な
り

（
図
）
の
ご
と
し
、
而
し
て
破
れ
た
る
と
き
は
き
び
が
ら
に
て
器
用
、
之

を
綴
る
、
恰
も
ふ
る
ひ
の
周
囲
を
藤
に
て
纏
ふ
が
如
し
、

釜
は
一
切
な
し
、
大
鍋
な
り
、
而
し
て
竈
に
固
く
付
け
て
あ
る
故
に
内
を

洗
ふ
に
は
黍
の
ほ
さ
き
に
て
さ
ら
へ
出
す
な
り
、

し
ら
み
と
床
虫
（
し
ん
だ
い
む
し
）
は
沢
山
な
り
、
何
匹
で
も
御
用
立
申

す
べ
し
、
百
人
一
首
の
通
り
、

衣
ほ
す
て
ょ
う
、
か
ら
だ　

か
く
や
ま
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何
処
も
同
じ　

ひ
な
た　

し
ら
み
が
り

し
ら
み
の
卵　

彼
の
ま
に
ま
に

あ
か
つ
き
計
り　

憂
き
も
の
は
な
し

位
に
候
、
但
し
我
々
は
一
匹
も
今
で
は
逃
さ
ず
、
清
浄
の
者
な
り
、
呵
々

支
那
に
て
は
綺
麗
と
申
度
も
一
つ
も
な
し
、
何
時
も
鼻
を
掩
ふ
事
計
り
、

已
む
得
ざ
る
事
な
り
、
只
家
が
立
派
と
云
ふ
外
な
し
、
但
し
外
か
ら
家
根

を
見
て
、
し
か
も
海
城
だ
け

　
　
　
　

支
那
靴
の
形

ひ
も
に
て
結
ぶ
（
靴
の
図
）
如
き
は
毛
氈
に
て
作
り
た
る
も
の
に
て
上
等

な
り
金
一
円

（
図
）
日
本
の
が
ん
ぜ
き
に
能
く
似
た
り
、
皮
に
て
作
る

（
図
）
木
綿
又
は
金
綿
、
通
常

（
図
）
長
靴
の
如
し
、
木
綿
又
は
金
巾
に
て
作
る

（
図
）
雪
く
つ
、
裏
に
針
あ
り

（
図
）
支
那
婦
人
の
靴
な
り
、
こ
れ
は
踵
の
所
だ
け
足
を
付
け
て
高
く
せ

り日
本
人
で
は
行
軍
等
に
は
く
つ
に
限
る
な
り

　
　
　
　

釣
瓶
の
形

（
図
）（
模
様
）
の
所
は
き
び
か
ら
の
細
く
柔
き
所
に
て
袋
の
如
く
編
み

た
る
な
り

中
々
丈
夫
に
て
腰
掛
け
て
も
変
形
せ
ず

字
を
書
す
事
、
遅
し
（
筆
）、
又
鉛
筆
を
用
ひ
て
は
中
々
難
儀
そ
ー
に
書

く
、
中
に
は
能
く
書
く
能
は
ず
、
鉛
筆
を
口
に
く
わ
へ
て
、
却
て
先
を
折

る
も
の
多
し

金
さ
へ
見
せ
ば
、
何
事
で
も
承
知
す
、
金
見
せ
ね
ば
中
々
承
知
せ
ず
、
一

も
働
か
ず
時
に
は
宿
舎
賃
の
催
促
す
る
も
の
あ
る
に
至
る
、
さ
れ
ど
五
十

銭
の
品
を
十
銭
で
も
や
れ
ば
喜
び
居
る
、
貧
民
等
は
米
又
は
飯
の
残
り
を

貰
ふ
為
め
に
水
汲
み
に
来
る
、
い
や
し
き
風
十
分
に
見
へ
る

　
　
　
　

婦
人
の
裁
縫

中
々
上
出
来
な
り
、
日
本
の
女
よ
り
余
程
上
々
な
り
、
又
女
は
髪
を
乱
さ

ず
、
顔
は
何
人
で
も
垢
な
く
、
日
本
の
女
よ
り
血
色
も
よ
し
、
支
那
婦
人

は
一
人
に
て
外
に
出
る
事
な
し
、
必
ず
二
三
人
連
れ
に
て
出
つ
、
そ
れ
も

男
の
あ
る
所
へ
は
行
く
事
な
し
、
是
れ
国
風
な
り
と
云
、
先
づ
申
せ
ば
、

一
家
の
事
は
男
よ
り
女
の
方
が
勢
強
く
却
て
下
男
を
使
ひ
て
日
々
の
だ
い

ど
こ
を
な
さ
し
む
。

其
他
は
後
便　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
海
城　
　

金
蔵
記

　
　
　
　

三
月
十
四
日　

朝

　
　
　

三
月
十
一
日

同
日
附
を
以
て
日
記
を
送
れ
り
、
昨
日
第
五
師
団
司
令
部
・
第
十
一
聯

隊
・
第
廿
二
聯
・
第
廿
一
聯
隊
等
凡
そ
一
旅
団
位
到
着
す
、
尚
立
見
少
将

は
鳳
凰
城
に
あ
り
、

　
　
　

三
月
十
二
日
（
前
哨
と
し
て
徐
家
団
子
に
赴
く
）

飯
田
一
畝
氏
よ
り
大
坂
朝
日
の
二
月
十
四
・
十
五
・
十
六
日
着
す
、
誠
に

退
屈
塞
ぎ
に
妙
々
な
り
、
御
礼
申
す
、
一
志
郡
の
有
志
に
送
り
た
る
書
中



社会科学　79 号 132

の
返
事
と
し
て
三
重
県
庁
の
谷
田
尚
志
よ
り
一
書
来
る
、
藤
堂
老
伯
の
弔

慰
を
河
原
田
に
向
け
出
せ
り

昨
十
一
日
午
後
舎
家
台
後
双
台
子
に
至
り
し
斥
候
の
報
告

　

午
後
三
時
半
后
双
台
子
に
着
す
、
敵
な
し
、
午
後
四
時
騰
鰲
堡
方
向

（
双
台
子
は
北
四
千
米
突
）
に
敵
騎
三
、
王
鉄
屯
（
騰
鰲
堡
の
南
約
三
千

米
突
）
附
近
に
至
り
、
暫
時
に
し
て
西
北
に
去
る
を
見
る

土
人
の
言
に
騰
鰲
堡
附
近
に
敵
騎
二
三
百
名
あ
り
、
将
軍
も
王
鉄
屯
附
近

に
時
に
出
没
す
、
遼
陽
に
は
依
長
二
将
軍
の
兵
あ
り
、
目
下
土
人
の
通
行

を
許
さ
ず

又
騎
兵
斥
候
は
午
後
二
時
二
十
分
按
山
点
に
至
る
に
其
附
近
敵
兵
な
し
、

土
人
の
言
に
去
る
六
日
頃
敵
騎
按
山
点
に
来
る
も
直
に
砂
河
鎮
方
向
に
帰

り
、
以
後
清
兵
を
見
ず

　
　
　

三
月
十
三
日

斥
候
を
出
す
、
前
の
如
し

大
元
帥
陛
下
よ
り
左
の
勅
語
を
賜
り
た
り
、
依
て
伝
達
す

　
　
　

三
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
謀
総
長

其
軍
海
城
を
占
領
せ
し
以
来
、
能
く
沍
寒
に
耐
へ
、
数
々
敵
の
来
襲
を
撃

退
し
、
今
又
進
て
鞍
山
站
牛
荘
地
方
に
転
戦
し
、
遂
に
第
二
軍
の
一
部
と

共
に
営
口
地
方
即
ち
盛
京
省
重
要
の
地
点
を
略
取
す
、
特
に
牛
荘
に
於
て

は
激
烈
な
る
市
街
戦
を
以
て
大
に
敵
の
兵
力
を
挫
折
せ
り
、
朕
深
く
之
を

感
賞
す

　

皇
后
陛
下
よ
り
左
の
令
詞
を
賜
り
た
り
、
依
て
伝
達
す　
　

参
謀
総
長

　
　
　
　

三
月
十
日

我
第
一
軍
牛
荘
を
占
領
し
た
る
趣

皇
后
陛
下
聞
召
さ
れ
、
頗
る
御
満
悦
、
将
校
・
下
士
卒
の
忠
勇
な
る
を
深

く
御
感
賞
の
旨
御
沙
汰
あ
ら
せ
ら
れ
た
り

　
　
　
　
　

三
月
十
四
日

昨
夜
雪
ふ
る
、
今
朝
も
風
吹
て
寒
一
層
甚
し
、
来
る
十
七
日
に
は
愈
出
発

の
由
、
当
時
第
三
師
団
は
高
刊
に
、
第
一
軍
司
令
部
は
缸
瓦
寨
に
あ
り
、

各
河
と
も
橋
梁
は
氷
塊
の
流
る
る
為
め
、
大
困
難
の
場
合
と
な
れ
り
、

午
後　

勅
語
の
捧
読
式
を
行
ふ
、

缸
瓦
寨
の
と
き
の
事
、
見
事
に
う
そ
が
扶
桑
新
愛
知
に
多
く
あ
り
升
、
尚

別
紙
に
記
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
海
城　
　

金
蔵
日
記

　
　
　

三
月
十
四
日　

午
後
一
時

　
　

父
上
様

尚
々
飯
田
に
新
聞
を
送
り
し
御
礼
を
、
併
し
て
別
紙
を
御
一
覧
の
上
、
飯

田
に
御
見
せ
下
さ
れ
た
く

別
に
返
事
は
出
さ
ず

切
手
は
何
程
あ
り
て
も
足
ら
ず
、

俸
給
の
事
は
過
日
調
印
し
て
大
隊
へ
出
す
、
本
月
受
取
れ
ね
ば
来
月
よ
り

御
受
取
下
さ
る
べ
く
、
四
円
の
増
加
な
り
、

佐
藤
大
佐
の
傷
は
も
も
に
て
骨
に
掛
る
、
第
十
八
聯
隊
長
は
中
佐
渡
辺
章

と
な
る
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三
月
二
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
信

　
　
　

三
月
十
四
日

司
令
官
野
津
中
将
は
大
将
に
任
ぜ
ら
る
（
三
月
十
三
日
高
刊
発
）

　
　
　

三
月
十
五
日

前
哨

遼
陽
及
双
台
子
へ
将
校
斥
候
を
出
す

第
一
軍
司
令
部
海
城
へ
着
す

恤
兵
の
餅
来
る
、
一
人
に
付
凡
そ
二
き
れ

　
　
　

三
月
十
六
日

本
日
第
三
師
団
及
旅
団
司
令
部
は
缸
瓦
寨
に
来
る

本
日
鞍
山
站
附
近
に
至
り
し
我
騎
兵
斥
候
は
敵
騎
約
二
三
十
歩
兵
約
百
名

と
遭
ふ

　
　
　

三
月
十
七
日

福
原
中
尉
に
会
す
、
同
人
は
京
城
の
守
備
と
な
り
て
、
平
壤
に
は
行
か
ず
、

鳳
凰
城
に
来
り
て
攀
家
台
に
て
一
戦
し
後
二
十
一
日
間
の
戦
争
に
て
牛
荘

田
庄
台
よ
り
当
地
に
来
る
と

斥
候
を
出
す
、
昨
日
の
如
し

明
日
よ
り
第
五
師
団
と
守
備
を
交
代
す

湯
崗
子
附
近
に
敵
な
し
、
昨
日
の
敵
は
遼
陽
に
走
り
入
れ
り

　
　
　

三
月
十
八
日

爾
来
将
校
は
一
日
、
四
日
、
十
四
日
、
廿
四
日
に
軍
事
郵
便
を
出
す
、
下

士
以
下
は
四
日
と
十
四
日
に
出
す
事
に
改
め
ら
る

明
十
九
日
よ
り
海
城
缸
瓦
寨
間
と
海
城
と
牛
荘
間
に
郵
便
路
を
開
き
、
毎

朝
六
時
に
差
出
す
（
二
銭
貼
用
す
れ
ば
）

二
月
十
七
日
付
に
て
佐
藤
中
尉
・
田
中
中
尉
は
従
七
位
、
中
茎
軍
医
は
正

七
位
と
な
る

秦
茂
平
は
二
等
軍
曹
の
一
等
給
と
な
る

　
　
　

三
月
十
九
日

明
後
二
十
一
日
第
六
聯
隊
の
各
大
隊
及
第
七
聯
隊
の
大
隊
は
次
の
如
く
転

ず
　
　

第
六
聯
隊
は
蓋
家
屯
、
上
加
河
近
傍

　
　
　
　
　

第
一
大
隊
は
上
加
河

　
　

第
七
聯
隊
の
第
二
大
隊
は
下
加
河

　
　

騎
兵
小
隊
は
石
橋
子

　
　

砲
兵
中
隊
は
虎
章
屯

予
備
砲
厰
及
臼
砲
は
軍
の
直
轄
に
復
す

　
　
　
　

二
十
日

本
日
余
の
小
隊
は
前
哨
と
な
る
、
明
日
は
転
地
す

黒
田
甲
子
郎
来
り
尋
ぬ
、
立
見
閣
下
は
鳳
凰
城
に
あ
り
、
今
日
限
り
に
て

海
城
は
再
び
行
か
ず
、
当
城
は
第
五
師
団
の
留
守
番
な
り

○
一
志
郡
長
日
置
藤
夫
よ
り
小
生
へ
慰
問
状
来
り
、
同
郡
出
身
者
へ
慰
問

の
事
を
述
ぶ

○
谷
田
尚
志
は
三
重
県
属
と
し
て
慰
問
状

○
佐
脇
、
牧
、
赤
尾
よ
り
伊
勢
新
聞
を
添
へ
て
同
上
、
爾
後
絶
え
ず
送
る
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と
○
清
水
盛
次
郎
よ
り
大
神
宮
の
守
り
七
枚
宝
丹
一
服
を
添
へ
て
慰
問
状
来

る
（
久
居
郵
便
局
長
と
あ
り
）

○
飯
田
よ
り
新
聞
恵
送
を
受
く

　
　
　
　

気
候

十
七
日
以
後
は
暖
に
し
て
雪
融
け
掛
け
れ
ど
、
未
だ
河
氷
を
解
く
能
は
ず
、

道
路
は
ド
ロ
と
水
の
み

　
　
　
　

以
後

何
れ
へ
進
む
や
不
明
な
り
、
目
下
大
本
営
の
指
揮
を
待
つ
と
聞
く

本
国
恤
兵
の
キ
ヨ
ツ
キ
あ
る
由
な
れ
ど
未
だ
来
ら
ず
、
九
日
の
菊
と
同
一

般
　
　

上
月
国
三
郎
よ
り
手
紙
来
る
、
依
て
返
書
す
、
切
手
一
枚
五
銭
七
八

の
も
す
る
上
に
品
切
れ
な
れ
ば
一
一
返
書
す
る
能
は
ず
、
殊
に
慰
問
の
返

書
の
多
き
に
は
困
難
す

辰
次
郎
上
月
無
事
、
其
他
一
同
無
事

　
　

三
月
廿
四
日
午
前　
　
　
　

於
海
城　
　
　
　
　
　
　

金
蔵

　

父
上
様

　
　

三
月
二
十
日　

海
城
発
信

　
　

三
月
二
十
日

本
日
は
徐
家
園
前
哨
に
相
当
す
、
第
二
十
二
聯
隊
第
十
中
隊
長
向
井
斉
輔

は
兼
て
士
官
学
校
に
て
同
隊
の
知
己
な
れ
ば
今
昔
の
感
に
堪
へ
ず
、
一
夜

を
全
く
旧
事
の
談
に
て
終
れ
り
、
嗚
呼
思
は
ざ
り
き
、
意
外
の
知
己
に
海

を
隔
て
て
此
大
陸
に
於
て
会
せ
ん
と
は

　
　

三
月
二
十
一
日

本
日
は
兼
て
の
如
く
、
上
加
河
に
赴
く
見
込
に
て
出
発
せ
し
が
、
海
城
西

方
河
川
の
橋
落
ち
た
る
上
に
水
は
逆
巻
く
激
流
と
な
り
、
氷
塊
は
流
れ
て

橋
に
中
り
、
人
馬
を
傷
く
事
な
れ
ば
、
つ
い
に
行
く
能
は
ず
、
空
し
く
滞

在
す

我
が
海
城
西
門
に
架
し
た
る
橋
の
落
ち
た
る
は
、
今
朝
七
時
頃
に
し
て
、

依
て
全
く
交
通
の
路
絶
へ
た
る
よ
り
、
我
が
聯
隊
の
兵
卒
、
第
五
師
団
の

工
兵
、
兵
站
部
々
員
人
夫
等
を
以
て
氷
を
小
さ
く
破
り
て
落
ち
ざ
る
南
門

の
橋
の
下
を
通
せ
し
め
居
り
た
る
に
、
是
れ
又
午
後
五
時
頃
中
央
よ
り
折

れ
、
凡
そ
六
間
計
り
落
ち
た
れ
ば
、
今
は
第
六
中
隊
の
渡
大
尉
、
吉
田
少

尉
と
我
野
元
少
尉
等
は
空
し
く
橋
の
前
方
に
残
さ
れ
、
今
は
渡
る
べ
き
点

も
な
け
れ
ば
、
今
夜
の
食
を
も
得
ざ
る
場
合
と
な
り
、
日
は
漸
く
暮
れ
て

彼
岸
此
岸
と
相
辧
せ
ざ
る
に
至
れ
り
、
此
時
兵
站
監
塩
屋
少
将
も
橋
の
落

ち
た
る
為
目
海
城
に
帰
る
事
出
来
ず
、
是
を
以
て
数
十
人
一
斉
に
声
を
挙

げ
て
後
ろ
へ
と
呼
び
、
以
て
河
の
向
岸
の
村
に
て
一
夜
を
明
す
べ
き
を
云

ふ
も
、
水
声
に
ま
ぎ
れ
て
聞
へ
ず
、
野
元
少
尉
は
西
門
の
橋
の
少
し
下
に

至
り
、
遂
に
裸
体
に
て
河
を
渡
り
し
が
、
他
の
兵
は
黄
龍
屯
に
一
夜
を
明

す
事
と
な
れ
り
、
野
元
少
尉
は
氷
の
為
め
に
数
個
の
創
を
受
け
た
れ
ど
別

条
な
く
当
地
に
帰
り
来
れ
り

か
く
て
残
り
の
将
校
兵
士
は
其
夜
食
物
な
く
僅
に
百
六
十
人
の
処
へ
、
粟
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七
升
丈
け
あ
り
し
を
買
ひ
、
之
を
粥
と
な
し
、
翌
朝
氷
の
張
る
頃
に
漸
く

無
事
に
渡
り
還
れ
り

　
　
　
　

三
月
二
十
二
日

此
日
は
日
直
相
当
の
為
め
、
橋
梁
に
至
り
見
れ
ば
未
だ
橋
を
掛
け
ず
、
何

分
氷
は
大
に
し
て
、
凡
そ
畳
十
畳
敷
位
の
者
が
何
個
と
な
く
来
り
突
き
中

る
事
な
れ
ば
、
如
何
と
も
橋
の
か
け
様
な
く
、
筏
と
云
ふ
説
あ
る
も
面
白

か
ら
ず
、
流
れ
急
な
れ
ば
小
さ
き
蛇
籠
位
で
は
流
さ
る
る
事
な
れ
ば
、
如

何
せ
ん
と
心
配
せ
り
、
午
後
に
至
り
無
理
に
支
那
馬
車
を
も
っ
て
郵
便
物

丈
け
を
通
せ
り

吉
田
工
兵
大
尉
（
名
は
秀
巍
桑
名
人
）
は
第
三
師
団
野
戦
電
信
隊
長
と
し

て
来
り
居
り
、
昨
日
面
会
せ
り
、
何
れ
も
軍
の
進
ま
ざ
る
は
一
は
威
海
衛

の
片
付
の
後
れ
た
る
と
氷
の
未
だ
解
け
ず
、
上
陸
に
不
便
な
る
を
気
遣
ひ

居
る
ら
し
と
云
へ
り

父
上
様
の
三
月
二
日
出
の
手
紙
着
す
、
拝
見
せ
り
（
津
の
事
は
別
紙
に
返

事
す
）

　
　
　
　

三
月
二
十
三
日

本
日
も
橋
出
来
ず
、
依
て
已
む
を
得
ず
当
地
滞
在
せ
り
、

本
日
は
殊
に
風
あ
り
て
曇
り
居
れ
り
、
野
も
一
般
に
解
け
か
か
れ
り
、
天

気
は
暖
か
何
と
な
く
春
ら
し
、
な
れ
ど
未
だ
木
の
芽
を
出
さ
ず

飯
田
氏
新
聞
は
去
る
二
十
日
に
着
の
外
未
だ
来
ら
ず

清
水
盛
次
郎
よ
り
は
物
送
り
来
る

本
日
三
月
二
日
の
新
愛
知
を
見
し
が
最
新
な
り

　
　
　

三
月
二
十
三
日
海
城
に
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
蔵

　
　
　

父
上
様

　
　
　

三
月
二
十
四
日
海
城
発
信

　
　
　

三
月
二
十
三
日　

海
城
滞
在

北
村
中
尉
は
大
尉
に
昇
任
、
第
六
聯
隊
第
十
二
中
隊
附
に
補
す

富
永
政
和
少
佐
（
第
七
聯
隊
の
）
は
中
佐
に
、
海
城
民
政
局
事
務
長
官
と

な
る
、
第
十
九
聯
隊
の
谷
岡
大
尉
は
少
佐
と
な
り

海
城
の
西
門
及
南
門
の
橋
梁
折
れ
、
遂
に
運
搬
す
る
を
得
ず
、
西
南
の
浅

処
に
よ
り
て
往
来
す
、
深
さ
胸
に
至
る

　
　
　

廿
四
日

本
日
は
上
加
河
に
向
ひ
て
出
発
す
、
行
程
三
里

午
前
八
時
海
城
を
出
発
せ
り
、
道
路
と
て
は
な
く
、
一
望
殆
ど
畑
に
し
て

唯
八
里
河
子
へ
張
家
台
、
破
厰
、
柳
公
屯
、
蓋
家
屯
、
唐
王
山
等
は
去
冬

の
戦
跡
と
し
て
感
な
き
能
は
ざ
る
村
な
り
、

道
路
と
云
ふ
べ
き
は
悉
く
河
と
な
り
、
深
さ
股
に
至
る
故
に
畑
端
を
進
む

と
雖
泥
土
に
し
て
足
脚
を
没
し
殆
ど
倍
以
上
の
時
間
を
費
せ
り
、
嘗
て
安

南
に
於
て
佛
人
と
支
那
黒
旗
兵
と
の
戦
に
雨
天
の
為
め
に
泥
濘
と
な
り
軍

馬
の
如
き
は
一
種
特
別
の
足
並
を
な
す
に
至
れ
り
と
聞
き
し
が
、
今
日
雪

融
け
し
此
泥
地
を
一
見
す
れ
ば
、
人
馬
と
共
に
一
種
の
風
あ
る
足
並
な
ら

で
は
、
行
進
し
難
く
、
之
に
就
て
も
支
那
に
用
ゆ
る
牛
車
の
利
便
は
感
ぜ

ら
れ
ぬ
、
中
々
日
本
車
の
如
き
は
全
く
泥
中
に
没
し
て
用
を
な
さ
ず
、
軍

司
令
部
に
持
来
り
し
人
力
車
の
如
き
は
悉
く
車
輪
の
破
れ
た
る
も
の
今
日
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の
行
進
中
に
凡
そ
十
四
五
も
見
受
け
た
り
、

沿
道
の
土
民
は
久
し
く
清
兵
の
為
め
に
苦
め
ら
れ
し
を
以
て
、
此
度
我
々

を
見
て
歓
迎
し
、
或
は
水
を
出
し
或
は
腰
懸
を
出
す
等
中
々
歓
迎
な
り
、

思
ふ
に
我
等
海
城
に
あ
り
て
土
人
の
為
め
に
徳
義
あ
る
を
伝
聞
し
居
る
に

よ
る
な
ら
ん
。
殊
に
我
が
宿
舎
の
如
き
は
、
我
々
の
来
る
を
二
三
日
前
よ

り
待
ち
居
れ
り
と
云
、
其
証
拠
に
は
家
内
皆
出
来
り
歓
迎
し
（
婦
人
は
一

処
に
集
め
置
く
）
家
内
の
物
品
一
と
し
て
取
片
付
け
せ
ざ
る
は
一
例
な
り

上
加
河
の
飲
用
水
は
多
く
塩
を
含
む
も
、
二
三
の
井
戸
は
可
な
り
、
依
て

飲
用
水
と
な
す
、
其
他
凡
て
用
水
は
半
は
濁
水
な
り
、
行
軍
等
に
用
水
の

少
き
程
困
却
な
る
は
な
し
、
況
や
日
々
暖
和
に
な
る
の
今
日
に
於
て
お
や

上
加
河
に
は
何
戸
あ
る
や
を
知
ら
ず
と
雖
、
可
成
大
村
に
し
て
第
二
大
隊

と
第
一
大
隊
と
聯
隊
本
部
と
一
村
に
あ
り
、
さ
れ
ば
一
目
し
た
る
所

三
四
百
戸
も
あ
ら
ん
、
殊
に
一
般
に
大
厦
に
し
て
一
軒
に
付
兵
卒
三
四
十

名
も
入
る
る
に
足
る
、
海
城
の
狭
き
窮
屈
の
舎
営
よ
り
は
遥
に
上
等
上
等

上
等

柳
は
未
だ
芽
さ
ず
候
へ
ど
も
天
気
暖
く
北
の
方
の
み
は
大
分
雪
あ
り
と
雖
、

畑
は
過
半
雪
な
し
、
梅
櫻
等
は
一
切
な
し
、
梨
は
今
ま
で
貯
へ
あ
り
、
味

尤
も
良
、
一
個
二
銭
位
に
し
て
桃
の
大
な
る
位

〆三
月
廿
四
日
午
後
八
時　

於
海
城
の
西
三
里　
　

上
加
河　
　
　
　
　
　

　

金
蔵

父
上
様

三
月
廿
七
日　

上
加
河　

発
信

拝
啓

　
　

季
節
御
壮
健
奉
遥
寿
候
、
次
に
当
地
寒
雪
漸
く
退
消
仕
候
処
、
之
か

為
め
道
路
は
非
常
の
泥
土
と
相
成
、
行
進
は
勿
論
、
牛
車
の
運
行
尤
も
困

難
、
之
が
為
め
日
々
の
糧
食
に
至
る
迄
、
白
米
三
合
、
小
豆
二
合
の
一
日

分
と
相
成
、
稍
朝
鮮
内
地
の
困
苦
を
思
出
し
申
候
、
乍
去
兄
弟
と
も
至
て

健
全
に
有
之
候
間
、
御
安
神
可
被
下
候

此
度
岡
本
少
佐
殿
よ
り
態
々
留
守
安
御
尋
被
下
候
段
、
誠
に
毎
々
宅
よ
り

申
来
り
御
厚
礼
申
上
度
と
の
伝
言
有
之
候
、

当
地
滞
在
せ
し
内
田
中
尉
、
牧
特
務
壮
（
曹
）
長
、
佐
々
木
曹
長
は
帰
国

を
命
ぜ
ら
れ
候
に
付
、
何
れ
不
日
帰
名
可
致
、
萬
事
該
人
よ
り
御
聞
取
被

下
候
は
は
、
当
地
の
模
様
も
相
分
り
可
申
候
、
宇
の
大
尉
は
本
日
大
連
湾

に
向
け
出
発
、
乗
船
の
事
と
云
ふ
、
今
よ
り
一
ヶ
月
を
経
て
我
隊
は
大
連

湾
へ
行
く
と
云
、
同
大
尉
も
何
れ
帰
国
と
云
ふ
噂
さ
、
去
り
乍
ら
、
お
□

□
は
何
れ
も
還
国
は
不
本
意
の
事
な
れ
ば
（
不
平
た
ら
た
ら
）、
何
事
も

何
品
も
依
頼
は
不
仕
候
、
可
成
ほ
ら
と
う
そ
も
可
有
之
か
、
何
れ
仰
山
の

不
平
の
話
し
も
あ
る
な
ら
ん
（
気
の
毒
の
様
な
れ
ど
、
其
内
実
も
あ
る
や

に
聞
け
り
、
左
な
く
ば
留
る
な
り
）、
北
村
中
尉
は
大
尉
に
昇
任
、
第

十
二
中
隊
長
と
相
成
候
、
該
氏
は
蓋
家
屯
に
あ
り
、
目
下
の
状
況
に
て
は

先
ず
十
三
日
間
は
当
地
滞
在
の
筈
な
り
、

ま
た
大
本
営
の
一
部
に
て
作
戦
部
は
旅
順
と
か
へ
来
る
事
に
相
成
り
（
去

る
十
七
日
の
電
報
）、
小
松
宮
殿
下
は
征
清
大
総
督
の
由
に
仄
に
聞
及
候
、
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さ
れ
ば
此
段
如
何
に
や
、
ま
た
李
鴻
章
は
第
三
講
和
使
と
し
て
去
る
十
九

日
馬
関
へ
至
り
し
と
か
申
し
候
、
何
れ
氷
融
け
を
待
て
営
口
（
牛
荘
港
と

申
す
所
な
り
）
よ
り
乗
船
と
も
噂
さ
致
候
、

先
は
早
々
右
迄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首
再
拝

　
　
　

二
月
廿
七
日　
　
　
　

満
州
上
加
河
に
て　
　
　
　
　
　
　

金
蔵

　
　
　
　
　
　

父
上
様

　

追
て
上
月
已
下
は
皆
当
地
に
滞
在
致
居
候
、
日
記
は
別
に
差
上
候
、
今

便
は
不
差
上
、
小
包
郵
便
は
達
す
る
事
と
な
れ
り
、

夏
物
の
時
、
か
ん
づ
め
四
五
個
、
状
袋
二
三
十
枚
、
千
金
丹
、
巻
紙
二
三

巻
、
筆
三
四
本
、
く
つ
下
（
大
抵
一
足
十
四
五
銭
の
も
の
四
五
足
）
御
入

れ
下
さ
れ
度
候
、
尚
巻
煙
草
（
百
本
十
銭
位
の
品
酒
保
の
分
よ
ろ
し
）

四
五
百
本
も
願
ひ
度
候
、
何
れ
も
厳
重
に
御
し
ば
り
下
さ
れ
度
候
、

四
月
一
日
上
加
河
発
信

　
　
　
　

三
月
廿
四
日　
　

上
加
河
滞
在

上
加
河
を
一
に
上
橋
河
又
は
上
夾
河
と
書
す
、
共
に
シ
ヤ
ン
ジ
ャ
ー
ホ
ー

と
読
む
、
異
事
な
し
、
只
。
缸
瓦
寨
へ
の
道
路
修
理
を
な
す

　
　
　
　

三
月
廿
五
日

兵
卒
等
の
諸
病
は
多
く
残
雪
氷
及
悪
水
を
飲
む
に
原
因
す
、
其
病
の
重
な

る
者
は
熱
病
、
腸
胃
病
、
若
く
は
か
い
虫
多
し
、
依
て
一
層
清
潔
法
を
厳

に
し
、
専
ら
衛
生
上
の
事
に
注
意
す
、
本
日
よ
り
一
日
一
人
に
付
米
四
合
、

小
豆
二
合
、
牛
肉
五
十
匁
、
豚
二
十
五
匁
、
黒
豆
ニ
勺
半
、
醤
油
エ
キ
ス

五
匁
、
塩
五
匁
と
す
。
然
る
に
、
米
は
俵
の
入
れ
方
に
多
少
あ
る
に
付
、

一
人
に
付
二
合
半
よ
り
二
合
八
勺
位
よ
り
渡
ら
ず
、
肉
類
は
骨
と
も
の
目

方
な
れ
ば
実
際
は
二
十
匁
位
な
り
、
時
節
柄
少
食
に
は
困
難
、
何
分
道
路

は
泥
河
と
な
り
た
れ
ば
是
非
な
く
此
次
第

敵
は
ジ
ュ
サ
ン
サ
ン
シ
近
傍
に
あ
り
、
乃
ち
田
庄
台
よ
り
錦
州
に
至
る
道

に
て
凡
そ
日
本
の
四
五
十
里
西
北
に
あ
り
、

遼
陽
に
あ
る
清
兵
砂
糖
に
毒
薬
を
混
じ
当
地
に
持
来
り
、
売
り
だ
す
と
遼

陽
よ
り
営
口
に
至
る
土
人
の
密
告
あ
り
と
、
海
城
兵
站
部
よ
り
申
来
る

歩
兵
中
佐
渡
辺
章
歩
兵
第
十
八
聯
隊
長
に
補
す

滞
在
中
健
康
保
全
の
為
め
棒
押
し
、
体
操
、
綱
引
き
を
な
さ
し
む

宇
野
大
尉
は
明
日
師
団
に
て
命
令
を
受
け
、
明
後
日
大
連
湾
に
至
る
、
内

田
中
尉
、
牧
特
務
曹
長
、
佐
々
木
曹
長
は
明
日
出
発
帰
国
す
、
諸
官
何
れ

も
不
平
の
程
思
ひ
や
ら
る
る
な
れ
ど
命
令
な
れ
ば
是
非
な
か
ら
ん

　
　
　

三
月
廿
六
日

別
条
な
し

　
　
　

三
月
廿
七
日

昨
日
第
一
軍
副
官
よ
り
通
報
の
ご
と
く
、
飲
食
物
に
毒
薬
を
混
じ
販
売
す

る
も
の
あ
り
、
一
層
注
意
す
べ
し
、
殊
に
井
戸
炊
事
皆
貯
水
所
に
は
番
兵

を
置
く
、

石
橋
子
に
は
熱
病
性
患
者
あ
り
、
虎
獐
屯
に
は
砲
馬
一
頭
痰
疽
病
に
て
斃

る営
口
に
は
感
冒
病
者
多
し
、
高
刊
に
て
麦
粉
製
の
油
揚
を
食
し
五
名
の
中
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三
名
中
毒
せ
り
、
第
二
軍
中
に
吐
瀉
し
た
る
も
の
あ
り
、
類
似
コ
レ
ラ
の

如
し
、
東
山
浦
附
近
に
は
天
然
痘
流
行
す

埼
玉
県
児
玉
郡
人
民
総
代
よ
り
第
三
師
団
長
へ
感
謝
状
来
る

戦
病
死
者
の
死
体
は
凡
て
荼
毘
に
付
し
、
遺
骨
を
本
籍
に
送
り
残
灰
は
一

定
の
地
に
埋
葬
す
る
事

戦
死
病
死
者
に
し
て
一
時
荼
毘
に
し
が
た
き
と
き
は
、
頭
髪
の
一
部
を
削

り
取
り
其
本
籍
に
送
り
遺
体
は
陸
軍
埋
葬
規
則
に
従
ひ
一
定
の
地
に
埋
葬

す以
上
埋
葬
地
を
設
け
た
る
と
き
は
其
他
の
位
置
幅
員
を
明
か
に
し
、
図
面

を
製
し
て
且
つ
之
に
埋
葬
の
種
類
官
職
人
名
族
籍
死
因
を
詳
記
し
た
る
記

録
を
添
へ
、
陸
軍
省
に
移
牒
し
、
平
和
の
後
墳
塋
構
築
の
資
に
供
す

右
は
小
川
第
一
軍
参
謀
長
の
意
見
に
て
即
日
決
定
せ
り
（
廿
八
年
二
月
廿

八
日
）

　
　
　
　

三
月
廿
八
日

本
日
余
は
恒
川
一
等
軍
曹
（
安
太
郎
）
柴
田
（
熊
吉
）
山
羽
（
和
一
郎
）

上
等
兵
を
助
手
と
し
て
缸
瓦
寨
戦
地
の
測
図
を
命
ぜ
ら
れ
、
廿
九
日
よ
り

出
発
す
、
自
ら
践
み
し
戦
地
の
事
な
れ
ば
、
一
層
精
し
く
製
図
せ
ん
と
欲

す
、
当
時
の
雪
は
今
は
消
へ
て
一
望
の
畑
と
な
り
、
四
百
余
人
の
死
傷
の

跡
も
今
は
日
本
兵
を
し
て
全
く
凱
歌
を
唱
へ
し
む
、
土
人
も
我
等
を
見
て
、

な
し
・

さ
と
う
等
を
売
る
等
、
今
昔
の
感
に
耐
へ
ざ
ら
し
む
、
茲
に
て
一
詩
を

　
　

去
歳
于
茲
起
戦
争　
　

満
溝
銃
炮
暗
烟
横

　
　

感
王
寨
界
夾
河
地　
　

曽
記
当
時
蹴
雪
征

　
　
　
　

大
感
王
寨
は
缸
瓦
寨
の
事
な
り
、
夾
河
と
は
下
加
河
の
事
な
り
、

此
の
下
夾
河
と
感
王
寨
の
間
は
大
血
戦
の
地
な
り
、
下
夾
河
よ
り
感
王
寨

に
至
る
道
の
北
側
の
溝
に
は
死
屍
山
の
ご
と
く
あ
り
し
所
な
り

　
　
　
　

三
月
廿
九
日

本
日
測
図
地
に
至
り
、
石
田
少
佐
の
古
戦
場
な
る
馬
圈
子
及
祥
水
苞
子

（
一
に
香
水
泡
子
と
も
）
に
至
る
、
此
辺
は
董
家
屯
の
ヤ
ソ
教
徒
に
て
皆

十
字
架
の
札
を
掲
げ
、
日
本
人
を
見
れ
ば
我
々
を
見
て
大
に
喜
び
教
友
な

る
や
と
問
ふ
、
教
友
な
り
と
答
へ
し
に
湯
を
持
ち
来
り
、
先
づ
家
に
来
り

呉
れ
と
云
ひ
大
に
待
遇
せ
ら
れ
、
我
等
測
図
者
一
行
は
此
地
に
て
昼
食
を

な
せ
り
、

此
日
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
李
鴻
章
は
馬
関
に
て
談
判
の
帰
路
、
群
馬
県
の

山
田
と
か
云
へ
る
者
の
為
め
に
、
ピ
ス
ト
ル
に
て
負
傷
せ
り
、
天
皇
陛
下

よ
り
は
石
黒
軍
医
総
監
・
橋
本
綱
常
の
二
人
を
見
舞
と
し
て
差
遣
は
さ
れ

た
り
と
、
嗚
呼
何
等
の
狂
気
者
よ
、
今
の
場
合
に
降
参
使
を
傷
け
る
と
は
、

日
本
の
価
と
名
誉
と
を
害
す
る
も
の
な
り
、
嗚
呼
一
人
の
為
め
に
義
侠
な

る
日
本
男
子
の
名
誉
を
害
せ
り
、
残
念
限
り
な
し
、
真
か
偽
か
、
偽
な
れ

ば
よ
い
が
真
な
れ
ば
此
男
を
寸
断
し
て
其
肉
を
食
は
ん
と
す
る
な
り
、

我
々
は
降
伏
す
る
も
の
を
害
せ
ず
、
敵
す
る
者
を
懲
ら
す
な
り
、
文
明
と

野
蛮
の
戦
に
当
り
文
明
国
を
し
て
野
蛮
狂
気
の
為
め
に
名
誉
を
損
ず
る
と

は
実
に
残
念
残
念
残
念
、
実
か
偽
か
新
聞
の
報
道
を
待
つ
外
な
し

此
日
聯
隊
長
の
好
み
に
て
兵
卒
の
相
撲
を
取
ら
し
む
、
中
々
大
賑
ひ
な
り



『征清戦袍余滴』（五）139

し
、
此
夜
村
山
、
徳
田
、
橋
本
三
大
尉
、
市
川
、
石
黒
、
佐
藤
及
余
の
四

中
尉
は
聯
隊
長
よ
り
晩
酌
を
も
ら
い
、
久
々
に
テ
ブ
ラ
ン
デ
ー
酒
を
飲
め

り
、
此
時
岡
本
少
佐
殿
も
あ
り
、
後
に
小
野
寺
少
佐
、
稲
村
軍
吏
、
長
大

尉
、
等
来
る
、
依
て
共
々

第
一
中
隊
の
兵
卒
仲
某
の
左
衛
門
と
人
夫
の
義
太
夫
を
都
合
三
席
聞
く
、

明
日
は
第
一
大
隊
の
他
中
隊
、
明
後
日
は
第
二
大
隊
と
順
次
に
聯
隊
に
て

一
席
づ
つ
な
す
筈
な
り
、
敵
は
五
十
里
以
外
に
あ
れ
ば
、
今
日
こ
そ
冬
営

な
り
と
は
聯
隊
長
の
笑
ひ
話
し
に
て
、
聞
け
ば
第
六
旅
団
に
て
も
此
催
し

あ
る
よ
し
、
陣
中
の
一
興
と
し
て
消
日
に
は
よ
き
事
な
り
、

此
日
恤
兵
の
餅
一
人
に
付
五
づ
つ
来
る
、
舌
を
鳴
し
て
口
へ
追
ひ
込
め
り

　
　
　
　

三
月
三
十
日
（
午
後
四
時
四
十
五
分
）

第
五
師
団
の
一
部
は
草
賊
を
滅
す
る
為
め
、
把
會
寨
、
五
軒
房
附
近
に
派

遣
せ
ら
る
、

当
聯
隊
は
明
三
十
一
日
上
夾
河
出
発
、
海
城
に
至
り
、
第
五
師
団
長
の
指

揮
に
属
し
同
地
の
守
備
に
任
ず

遼
陽
方
向
の
敵
状
は
遼
陽
に
主
力
あ
り
、
首
山
堡
及
砂
河
鎮
に
其
支
部
あ

り
と
云

　
　
　
　

三
月
三
十
一
日

午
前
八
時
出
発
し
、
余
等
は
蘇
家
堡
に
来
る
、
例
の
通
り
前
哨
な
り
、
た

だ
し
四
日
間
に
て
又
上
夾
河
へ
還
る
筈
に
て
物
品
等
は
凡
て
持
来
ら
ず
、

前
哨
は
持
ち
続
け
な
り

遼
陽
街
道
に
は
第
三
大
隊
の
一
中
隊
乾
線
堡
に
至
る

第
五
大
隊
の
騎
兵
は
馬
富
屯
を
経
て
吉
道
谷
、
乾
線
堡
を
経
て
案
山
站
、

普
来
屯
を
経
て
金
家
台
及
王
鉄
屯
に
偵
察
に
出
づ

砂
糖
饅
頭
豆
腐
等
は
前
哨
よ
り
内
へ
入
れ
ず

　
　
　
　

草
賊
の
事

今
回
第
五
師
団
の
一
部
の
出
で
し
草
賊
の
事
は
知
ら
ず
、
我
前
哨
の
前
二

里
位
な
る
中
央
堡
干
戈
屯
近
傍
に
過
日
憲
兵
巡
回
の
帰
り
道
に
迷
ひ
、
土

人
を
雇
ひ
て
行
く
に
、
又
迷
ひ
た
れ
ば
、
一
村
に
入
り
道
を
尋
ね
ん
と
案

内
の
支
那
人
は
人
家
の
窓
を
開
か
ん
と
す
る
と
、
家
内
よ
り
銃
を
放
ち
し

為
め
即
死
し
、
残
弾
は
憲
兵
を
傷
け
た
り
、
依
て
之
を
捕
へ
ん
と
し
段
々

説
諭
せ
し
に
、
清
兵
が
又
掠
奪
に
来
り
し
と
思
ひ
て
発
砲
せ
し
由
の
事
分

り
、
日
本
兵
に
は
敵
す
る
に
あ
ら
ざ
る
由
を
申
立
て
た
り
と
、
其
後
の
事

は
聞
か
ず

さ
れ
ど
草
賊
と
は
土
匪
と
云
ひ
、
土
民
の
乞
食
の
如
き
も
の
に
し
て
食
物

な
さ
に
害
を
な
し
行
く
も
の
に
し
て
強
盗
と
云
ふ
べ
き
か
、
又
團
練
と
云

ふ
べ
き
か
民
兵
と
云
ふ
べ
き
か
、
何
に
し
ろ
頭
分
の
な
き
寄
合
の
物
共
な

り
、
到
底
我
兵
力
を
用
ゆ
る
程
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
兵
力
を
も
っ
て
お
ど
し

而
し
て
服
従
せ
し
む
る
よ
り
外
に
手
段
な
し
と
云

故
に
我
前
哨
に
て
は
重
に
前
哨
と
云
ふ
よ
り
警
察
を
も
な
す
場
合
な
り

　
　
　

上
夾
河
の
学
者
の
事

此
地
に
王
煥
亭
と
云
ひ
年
四
十
二
三
に
て
学
者
な
り
、
同
人
に
就
て
土
地

の
俗
諺
を
学
ぶ
、
今
回
我
去
る
に
当
り
、
余
は
何
地
の
人
と
問
ふ
、
故
に

金
城
の
人
と
答
へ
け
れ
ば
、
同
人
即
坐
に
次
の
詩
を
作
れ
り
、
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以
戎
投
華
入
中
華　

東
望
金
城
不
見
家　

君
王
欲
問
西
征
事　

坐
聴
捷

音
報
署
衙

　
　
　
　

又
曰
く
、
俚
句
俗
辞
不
堪
入
目
多
罪
多
罪
、
願
公
恕
之
と
云
々

其
他
あ
れ
ど
も
略
す
、
尚
別
紙
に
該
人
の
我
に
送
る
詩
と
岡
本
少
佐
に
送

り
し
詩
の
写
し
（
同
人
自
筆
）
と
を
添
ふ
、
御
笑
覧

　
　
　
　

来
状

三
月
三
日
附　

釜
山
吉
武
甲
子
男
よ
り
来
る
返
書

三
月
七
日
父
上
様
よ
り

三
月
七
日
青
木
弥
太
郎
（
一
志
郡
八
ち
の
教
員
）
よ
り
近
況
を
問
ひ
に
来

る三
月
七
日
附
岡
本
末
松
よ
り
不
思
議
の
流
星
の
事
を
述
べ
来
る

三
月
二
日
三
日
五
日
の
大
坂
朝
日
、
飯
田
君
よ
り
寄
送
を
受
く
、

　
　

四
月
一
日
午
前　
　
　
　

於
満
州
海
城

金
蔵　

記

　
　
　

父
上
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
蔵
拝

愈
御
清
福
と
奉
賀
候

当
時
は
春
め
き
来
り
、
雪
も
大
抵
無
之
候
、
道
は
泥
濘
に
し
て
随
分
腰
ま

で
も
入
り
候
所
有
之
候

休
戦
同
様
の
事
に
て
冬
よ
り
一
層
ひ
ま
に
候

又
々
海
城
に
入
り
候
へ
ば
、
愈
盛
京
省
の
守
備
隊
か
と
思
は
る
る
位
の
事

に
候
、
但
し
四
日
間
と
云
へ
ば
五
日
目
に
は
上
夾
河
へ
返
る
事
と
存
候

聯
隊
長
殿
の
話
に
は
（
一
昨
日
）
十
五
日
間
此
地
（
上
夾
河
）
に
居
る
と

申
さ
れ
し

営
口
（
牛
荘
港
の
事
）
は
氷
六
分
通
り
融
け
し
と
は
四
日
前
の
事
な
れ
ば

今
日
は
又
大
に
解
け
し
事
な
ら
ん

私
、
辰
次
郎
、
以
下
上
付
已
下
も
皆
無
事
、
御
安
神
可
被
下
候

病
気
も
な
く
、
又
戦
争
も
な
く
、
実
に
ひ
ま
（
只
今
は
測
図
の
事
あ
れ
ば

少
々
は
世
話
し
）
と
申
す
な
れ
ど
も
、
食
物
は
南
京
米
三
合
位
で
は
二
食

に
す
る
よ
り
外
な
し
、
さ
れ
ど
何
な
り
食
ふ
事
計
り
の
事
を
考
へ
申
候
故

に
思
ひ
の
外
の
妙
な
物
を
食
ひ
候

何
を
食
は
ず
、
何
が
何
と
日
々
お
膳
の
小
言
も
今
日
に
取
り
て
は
言
ふ
人

も
な
け
れ
ば
、
食
は
ぬ
人
も
な
し
、
皆
々
銭
を
持
に
ぎ
り
買
ふ
物
な
き
に

は
困
難
困
難

　
　

小
包
に
て
次
の
品
御
願
申
上
度

一
巻
紙
又
は
半
紙
の
薄
き
も
の　
　
　

一
状
袋　
　
　

一
た
ば
こ
（
百
本

拾
銭
以
上
の
物
に
て
）

一
し
ぐ
れ
又
は
か
ん
づ
め

　
　
　

右
は
無
理
に
入
用
に
は
無
之
候

（
別
紙
）

　
　

日
本
国
陸
軍
歩
兵
中
尉
大
人
閣
下

　
　
　
　

従
軍
行

　
　

中
尉
英
雄
勇
莫
当
朝
鮮
一
戦
下
平
陽
腰
間
宝
剣
横
秋
水
背
上
雕
弓
帯

暁
霜
白
雪
飄
揺
収
岫
海
青
陽
蕩
漾
取
営
荘
會
当
金
闕
封
侯
日
麟
閣
高
標
姓

字
香
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光
緒
二
十
一
年
三
月
初
五
日 

遼
東
河
橋
居
民　

王
煥
亭
贈

附
記
贈　
　
　

少
佐
大
人
従
軍
行
二
律

　
　

餞
別
君
玉
酒
一
杯
、
平
陽
一
戦
殲
渠
魁
、
運
籌
帷
幄
驚
雲
雨
、
決
勝

江
場
警
巽
雷
、

冬
雪
飄
々
収
旅
順
、
春
風
剪
々
定
営
臺
、
□
音
連
報
東
京
去
、
三
錫
鴻
恩

指
日
来
、

又
、
神
州
将
帥
勇
難
當
、
真
下
平
陽
取
鳳
凰
、
我
陣
驚
天
開
銃
炮
、
清
兵

満
地
棄
刀
槍
、

七
擒
抄
算
宗
萬＝

諸
葛
、
六
出
奇
謀
駕
子
房
。
会
待
凱
歌
齊
奏
日
。
旋
帰
常

得
伴
君
王
。

遼
東
居
士　

王
煥
亭

四
月
四
日
発
信

拝
呈

愈
御
清
福
と
奉
恐
賀
候
、
私
共
両
人
無
事
御
安
神
被
下
度
、
目
下
休
戦
中

に
て
閑
暇
支
那
語
の
研
究
と
遅
蒔
な
が
ら
の
研
究
致
候

気
候
も
追
々
春
暖
に
相
成
、
春
め
き
た
る
心
持
十
分
に
候
、
草
木
の
芽
は

未
だ
出
で
ず
、
今
一
両
日
に
も
青
葉
を
見
る
か
芽
を
見
る
か
と
思
ひ
候

又
々
海
城
へ
帰
り
候
、
珍
談
も
無
之
候
へ
ど
も
、
軍
事
郵
便
の
日
な
れ
ば
、

日
記
丈
け
差
上
候
間
、
御
笑
覧
被
下
度
候

　
　

四
月
四
日　
　
　
　
　
　
　

於
団
山
子
認
め
海
城
ニ
テ
投
函

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
蔵

　
　

父
上
様

尚
々
諸
家
様
ヘ
ハ
例
の
通
り

（
未
完
）




